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研究論文

水中運動療法によるプー)1.，1)ハビリモデルの一考察

一坂戸市大学連携地域活性化支援事業と地域情報文化の構築-

Consideration of the Pool Rehabilitation Model by an Underwater Exercise Cure 

水野加寿� KazuMI机� JNO

減滋大学� 

]osai University 
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態害者、生活欝慣病者等の社会的関者考対象とする� 'WAPτ:ブールリハゼ1)講康開設"をき議事室とする市民

参盟主社会福祉健康文化プログラムを実施していくなかで、市畏む健康培進を計り運動の日常化きを推進し、健康意識の向

上による健康への自己管遼意欲ぞたかめるととを詩的!こ、講座開設そモデル化し、ブ心グラム内容の充実と定着ぞはかり、

講座開設の継続と広がりを促進する。また、上i損する要旨の異体化として“水中リ八ピリ運動教室鈍を開催し、参揺者に

対し運動機能テストおよひ体観成測定者をおこなしi7.ki台議動療法調練による生理的応答の変化を臨床的iこ考査した。こうし

た市民参加盟社会福祉健康ブ2グラムの思り組みがモテフレ化され異現化されるととによって地域社会の活性叱が促進合れ

るものとご考える。� 

Abstract 
Elderly person，handicapped person，"WAPT: for the soci昌llyvulnerable of the person with straight lifestラrle-relateddi筈容器se1 measure 

a citizen's health iぉcreaseand promoteちecommgωmmonfor exercise whilc I carry out a civic participation type soeial weJfare 

health culture program to as総括lC “pooJrehabil伐採ion"lecture establishment "a key and raise self-詩dministrationwill to health by the 

improvement of the health conscious謹ndmodellecture記事恰もIishmentand measure enhancement and the fixation of program contents 

and promote contir泌総on紛� dan expanse of the lecture establishment.ln addition，rhold "削.terrehabilit鉛� onexercise classroom" 

as realization of the points to state above and，for a participant，1 exercise註ndfunction { performed a test and body measurement of 

formation and ex語minedthe change of th記� physiologicalre手Jyby Water Approach Psychosomatic Trai託ingclinically. The activ詰針。n 

of the community is promoted by the action of such the citizen particip註tiontype social welぬτehealth program is modelled and being 

embodied. 

1 はじめに� 近年，� 1)ハピリテーション医科学においては7J<.の物遊学的特

伎を活問した永治療法が研究され始め水中選動が療法として兵一

f ブ… J~ リハビ 1} Jとは高齢者 障害箸.生活数病者一等の身 体化されつつある。本論づえではみ文治運動機t去をき率救とした7]'(� 

体的弱者に対する健康精進運動機法プログラムの一手段である。 zドリハピリ� i翠動教室〈ブールリハピリ)Jを開設し同教家に

また同プログラムの対象誌をの多くは経ヒにおける日 よる地域活妓'.1とへの影響を考殺し，地域活性化支援事業のモデ

動において?立つこと，� tpくこと� J(以下同じ)が関主主的に附 ル化を考案した。� 

難である。従って，この様な身体的弱者及び機能低下者に対し

て健療熔進iこ必要な運動の量と号誌を提1siしz 安全℃裂しいブー� 1.1 モデル化と地域活性化

Jしでの水治i事動〈運動環境)令又体化したのが「ブールリハビ 戸"でデル化� Jとは「社会福松� jという視点から上述する身体

リjて、ある 的弱者に対する?水中リハピリ運動教怒開設� Jを基数とする市
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グラムジ〉街導，管瑚，選営をシステム化� 

(12(1りした活動事然体であるじ

このシステムの特徴は� ボトムツイールド(地域住民)JにF

おける情報収集を起点、とした実施ブt1グラムから得られる情報

の方向性(スペルマ)を折ー解析し，その改善情報がフィー

ドパ� yクされるという点にある。このJ也士主主活性化事業における

強力な活動エネルヂ…は地域住民の白主的な参画と地方� 自a

の強力会ごザボート，そして実施;ぎのぶ、ランテノアイズムによる

プログラム漆営に、はかならなしミ。� 

~11 システふ� 

D.B:デ←タベ…ス� M:モデル� C、コントロー� )v


。&つr:運営・� P.T:て7'ロジェクトチ…ム
 

sc巴スポーツカンタ- 0.0.議常団体� 1:市民


このモテ、)レ{じについとは情報の一一?と詑とフィード、パァクシス

テム機能の舟夜を意図した� 例えば.一般的な市弐参加型運動3

プログラムの場合，そのプログラム始動時においてブt1グラム

(ブ。レザンテーショシ) 7うおら始められるが.ニーズ

の異なる不特定多数者(市民)のき参加率は対象:認め� 0.3%にも

満たなL、。しかいこの匂モデル化によってニュ…スソースとそ

の媒体:口コミ)が一元?とされることによりマーケット・マネー

ジメントが可能となる 3 

1.2 地域活性化と健康増進運動� 

1986 :fF¥'1is可篤晃氏中は東京大学公開講座「俊康づくり

スポーツ� JlIのやで次のように述べているむ「病気にならない

前，いろいろな努力をするのをと健康増進という� jと述べ，更に

「日本;こは急速に遂動不足が進行しつつある。これを日常生活

活動以外に運動するとかして守意i銭的;こ増やさないといけない。

そういうことをど目安に，これから大いに心掛けていただきたい。

ぞれは個人の健康のためになるばかりではない。これから高齢

を迎えて，日本全体が均jるく楽しい悶家であり絞けるた

めにも必要であるというわけである σ 」とjz!!べ健康づくりの章

受性を焚励している。

日 を目的とした健康� (2)とは何か。ジ

ング� ランニングふるいはゴルフ，テニスといったスポーツ1

ベコハイキングオリヱンテーリングというようなリクリエー

ション活動など，いろいろあるが加齢に伴う機能低ド後あるい

1;;障害を持つタライアシト~:とっては，それらの波動

ブログラムの実行さえ限緩であるとき会える。

平成� 22if度抜ー厚生労働白書� jによれば「日オ三郎氏の� 8人

に� 1人が何らかの病気を抱えており，脳卒小患者に浸っては� 76

万人もおられ，健康増進を含めたリハビリテぃションとじての

運動を必要としている国民が急憎しているようだC.' Jところが，

そうし追う姿波動処方のん一今が地践において白山に参加できるj憲

政プログラムは少なく，ましてや専門的な運動処方が得られる

となると，その機会と坊は実に少なくなると百わざるそ得ない。

}うした日本;の現状を考えた最も安会に楽しく，議も参

加で、きる健康プログラムのーっとして.水j也、途動が挙げられる。

日本における主主Ij~混水ブ-!レ{公営，民営者?f者む)施設は

し丙ドイツのゴールデンプランを� tllJJる数と筑械を

ぷLている。そして近年.次冷運動がリハビリテ� シ双ンの一手w

段として注目されーその研究開発が急速にffわれておりー永治� 

Jにおける な広がり~見せ初めている。 

1.3 ピzジネスモデルの槍築� 

2010年� 9討に開設された「坂戸市・城西大学共同フ。ロジふ

クト“水中リハどリ運動教家..Jにおいて研究チームは課題を

設定し考査研究令実施した。

議題(1)高齢者‘際怒きにおける地域医療雲寺抑制を� 8擦とし

課題� (2) における水治議

ビジネスニむ夕、JHヒ

課題� (3) 健康を…ワードとした市民参加1現地域活性化活動

システム� 

2.坂戸市・城至宝大学共同ブロジ‘ェクト「水中リハビリ運動教
室j概繋� 

2.1 実施期間� 

日間)5・5葉1〈第日9R 2 B~ 10 R 7:年22 

2.2 共糟ブ白ジ、ヱクトチーム編成

坂げ市健康士号逸郎健康政策課

共催坂戸市高齢者悩祉課，


ンタ


ぃff

日*ウェルネススポ…

、y 秀明大や埼玉県史大宮� 

2.3 実施会場

坂戸市健康士号進七ンタ…家内温水ヅ-)V.

ヅ…)v:25 m x 6コース， オく漆1.0 1.1m. 

水温� 30.5 ~ 31.5t，混度� 4ら� 50% 
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内 容:カウンセリング，アンケート調査a健康ヂゑツク(血

任測定.務診人体組成泌22 運動機能テスト，水

治運動療法訓練� 

2 .4 水治運動療法裁練

運動能力1l1Jグルーブ扱導を実施した
 

Aグルーブ5名(身体隊等手f)，Bグループ� 61ろ


i

問診，グループljlJカ 1うンゼリング包移動，� 

棟11初日と絞終日は入水前に体組成総定と言

約に運動機能テストをと実施� Lた)，入ぷ， グル…ヅ自Ij水;台漆� 

50分� 60分)

岳訓練内存

水中立位訓練.オえや歩行訓練.水泳運動

(水中ストレンゲス，水1ドストレッチング，� lJ(rtリラクゼー

ション)� 

F 

( a)水中マ正しい:、目立安勢、をとり，そして漆をおく拳卜� さe

{tij要を泌1iに“突き出す"ようにして重心を移動させる。(b ) 

後線(脇腹筋)を{卒採させるように“おおまた"歩きを行う乙

図2において「ぶ小前歩きi葉動|は渡部間関綴群のストレッチ

ングを行う。「水中ウォ…キング� jは人聞の生理的機総を活性化

~{t，人間の総常牲を高める蒸本的:f，;:逆数プログラムと当える ι

股関節郊の内転筋及び外転務を活動させ強化する c

図� 3においてー水中横歩きクロス運動� J iえ校関節周問筋

苦手を活動させ強化す切る水中ストレングスヅ o グラム Cf)~つ併とあ

る。また近年，高齢者の溌JfHt痕候群(寝たきり)� 1:31の裟図と

されている� f転倒事故」が日され，その原因のーっとして大

よるものとえられているが，本研究にお

ける磁床的検証� i訟では，� ~L述すみ内転筋及び外転筋の j或弱が

加齢と共i二機援を低下させ，身体バランスをど綴し，結身さにおい

て“転倒"という等放を誘~ß{tしめているのではないかと考察

ているごしか"i¥'A例"という現象の主主砲が， 部cf)筋肉の

機能低下Jだけによるものでないことは長うまで、もないc

凶� 4水rtブラジリアンウオーク{この凶は動作解析を指す)� 

となった片足を前方に移動させる� (b)

後足の膝頭をァド平外車試させるよう

( a 

ぢせる時，

せw

さ分るc 

る。そして後方から水平外転した廷は教足の

[:l(]4の芸言動には，� 2 の動作目的がある"1つは投関節にお

けるT1J動域の拡張ストレソチングであるc 2つけは，可動動作

するJtを支持すゐ翰廷のバランス繰作機誌の強化� [41である。つ

まり，後方にあゐ� )'1'足を拳よさせながられ平外転運動会実施し

ている問中ー身体はアンバランスグ〉状懲となり他方の支持足と

なる片jえで身体のパランスをとるパランス反対が活動すること

になる。この身体パラン

内1主し歩行持の体主投移動におけるパランス操作を司っている。

従って身体が7ンバランス状態にある時，本能的:こ，そして

にこの機能が発動さ Jれるc 

7J， rþ においては水の~す併である・浮力，水校" IslによっVC，

この身体アンバランス状態がスロモーション的に発現寸るの

で奪三ま泌約にこの現象を体験冬伎で，逆にこの反射的なパラン

ス機能争活衿イヒメせ強化することが可能マある c

関� 3水中横歩きヲロス:この間 を了

〈昌) .氷中で両足を{本側中国に問機させ雨ヲ立を左右に広げて*


安定ざける。そして片足を身体の前市で交去をさせ


軸i誌の横の交差位践に着地さそ士目立関節部の内転筋及び外転筋を

させ強化寸る。次に(b) ~土〈設)と同様の動作を行うが，

を身体の後面に交3をさせ軸足の殺方の交友位置に着地さ4さ 受動{この凶は鼠b作解析を

内ぬ崎

ち主位i
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( a ) ある片足の膝を渡部に引き寄せ“抱え込む，� (b) 

抱えた足を次に� さそ士る。そして(a ) と|刈様に後

え込む。':!:」

関� 5の運動には� 2つの日出Jがふる。� lつは前述した;ノ1(中

ブラジリ7'ンウオーク� JにおけるJtJ己点ち支持j互の身体バラン

ス操作機能の強化運動であるυ2つ Ri玄関� 5における片足立{立

運命動による脊総経立筋群の強化� 161である。この脊縁起立筋群

とも湾われ，陸 iニ生活においてしし 保

つために議力負荷に試する筋肉1洋て?ある。

水中オナは， ;そ!立の浮力効果 lil(ニょっ され詩主力� 

fl‘1'oJが減免されヨこ トレーニンゲストレスを

ることが可能である。

一ふー←…
 

を確保� i討するために� 3 ボランチイ

ア指導手f8 ~ 10名が介助及びサボ トの任 lこ.~だったc そし

と とを目的として表� 1の

巡り参加持を� 3グIv- した。� 

I若手は身体的際容者群� (5 豆� (6 

名)そして，� m若干に公病者群〈メタボリツクシン� Fu i、幹)

5名;二分けた。このグループ分けは， それぞれのグループの被

に対すえる と量において遠いが生じるためであ

る。

を知るために「体総成測定j会災施じ

また身体的応答の変化会知るために「運動機能テスト� Jを実施

した。この測定とテストは教案実施鴇聞の初日と後終日の約練

前にブールサイド及ぴ水If1で、実施した。そしてそれぞれ� 2 1fiJ

の測定及びテスト比較にまSいて水rJ11)ハピリ運動� (7似合運動療

法)効巣を考察したっ� 

3，1 臨床的考査，運動機能テスト(運動機能的応答の変化忍

び改議)

スト項目及びテスト� 2のi丞り?ふる。

また.運動機能テストエ妥討は.それぞ、れの機能改春季及び白復

を悶燃とする攻自が設定されている。例えば片足立ち

麦ろ歩き(この悶は動作解析を指す)I1"7J<:>161'7 ではバランス反射機能レベルが，そして片足立ち〈開眼)で

は姿勢反射機能レベルに対する評側項目と� Lたつまた.この

回� 6 iilJ(rJ1lIiI歩きと民仁 られるので¥競歩診と後 テストにおける判定基f私立自力で片思交ちを継続している待

ろ歩きを交瓦にすることが望ましし� 問を測定しその時間(タイム〉の�  1問主j (初日〉と 2面

図〈後終日)との比較において“多い場合"令改ミきとしだっ

3. 「水中リ1¥ピリ運動教窓j効果測定データ分析� 
表� 2 指導グル ブ別運動能力テスト給然比較表� 

AG5 8G5 ! CG5 計 16人
1芸ミ グルー� 

人; 人テスト1ヌロ 人
G :f， 往年 病 ;f'， 病 当選 その他

男!56 総f生マヒ りよ行荷主 車;情子� 

A G  S.K 1と� 73 綴宇佐損傷 姿勢異常 緩みあ行

身体� S。立 ;会 71 勝i除?と き長11'附宇野 ヨぷ十丈

際主!長夫 女!66 成長今 人工際限滋� 

M.K 女� 73 成長不全 人工綴関節� 

K. T 5ζ 60 腰痛』主 ぶ1i~章害 ヲ姦みあり� l 

U. T 誌と� i67 終予i主主主� f弘行隊害 手商みあり� 

mG :|
I¥.K ! Y; ω 

機能
校関節的� l 演芸主将護主i或狭� | 

]j.[¥ ム� 7お
低下

膝f羽室長必: 歩行繍治: 絡みあり� 

O. 女� i72 !接忌号室長波 歩行障済� j干高rらあり� 

¥1.S 男 品事 機尿病 機能紋下� Wl~lこ緩み 

I1.K 女� 52 日事関節弘吉 歩行機筈 守衛aらあり� 

K.S 主c 62 総潟総長: 歩行隊答 ヲ弱みあり� 
CG  

てA 女� 74 ミミ胤J!Jfr' 機古主総ド� 

l.T 女� I70 
票 日 附 下 �  

T.S JJ 69 機能低下

片足 (涼夜)玉造くなった 

立ち {明日良)良くなった 

;}; 自IJ惨さタイ� A

中 歩数�  

!t三 横手ぷ会 ダイム� 

手γ 各支 数

言十� 
」� 

改春季

3人� 

3人� 

ノ九4

3人� 

改善三支努

5人� 4人� 

5人5ノ¥� 

合� 4人� 

6人� 3人

4人5人� j1人� 

l人� i人ノに4 

ノに21 21ノ¥22人
Lωωωωω叩山一�  

2において改警がえられた被験認。数は，片足� 

人数計

12人|

l:l人
 

S人


)、12 

13人

保土J

tう(関践〉

人に改善が13羽娘)においてもI人また片足立ち(12"と 

見られたc つまり，片足立ちテストの給条が示すように水中

運動による機能改絡を促進させる繋国としど水中における不

安定感(アンバランス)が直接的に作用し逆に身体のパラン

び姿勢民約機絞を向上させる働きがなされてい

る 考えることができる� 

2において水冷前歩き及び十?をf訴さにおける

の変化を考査するために，いず、すしの測定項隠とも� 25mを水

した被験経団名に対し� 1口/遊泳日間)約�  50分か 中で歩いた迷さ(タイム〉と歩数を言 hjj~比較し，タイムが浅

ら60分の水中リハビリ運動が実施された。また移動時， 入水 くなった若手及び歩数が少なくなったお-を改善者とした。その



。iIT歩きテストにおいては速さ(タイム)よりも務

に改護者が多く見られ主に横さ公冬で、

よりも速さ(動作スピー ド)に改著者が多く見られたc 

3グ〉グjレ…ヅgiJ比較においては， AG(身体的機袋詰ま)の

き及び水中横歩きに改善が見られ，

?は片道交手~ (開銀，間服)におけるパラン

った。また� CG(来病者〉においては片殺介。ち及

び氷4̂'前i訴さ，水中横歩きに改さきがJiI.られた。� 

}:E 


AG:(Aグルーブ)
 

BG:(Bグループ)


CG:(Cグループ}を示すc


以下，同様とする c 

3.2 臨床的考査体組成測定(身体的生理部答の変化及び担

替)

母体総成測定の結呆は表� 3の通りである。測定絡は簡易体組

成計(タニタ. インナースやャン� 50，BC剛 305)をイ史用し，

改善半IJ定は� l回目(初日)と� 2間臼(後終日)の測定値比

較において改脅さと判定(改務総数) したc

表� 3指導別グル一

体結成

認定項目

基礎f支部寧

体脂肪率

体水分率

筋肉長

体重

内脂肪本

推定骨最

減� l人

上関 。� 

5人� 13，81 

5人� 12. 75 

主人� 11.69 

2人� 7.4生� 

l人� 6，38 

2人 。� 3‘19

。 。 。
(;2;表 3において，被験続� 16 rlに対ナる水i台運動による身体的

生現応答の変化(改智子)は� 14名� (8796)に改善が見られた。� 

3において，波動刺激による生理的応答の順位|生を規定

した結栄 一次免現!之、幸子が二次生理応答より多人数に認めら

れた。

とは，エネルギー消費過程における生理的対応

と考えられ包表� 3において蒸礎代謝量� 13人.� 1本給紡率� 12人，� 

11人にえられるような生理的変化であるc

とは，エネルギ一再合成過程に見られる生理

的波あり，白衣�  3においては務内量� 7人P 体重� 6人，pヨ織� 

3人に兇られる主主環的変化で、ある。� 

4 卜講査結集彬

3れた「坂戸市・城西大学共同ブロジェクト“水中

リハビリ巡動教室"において，初日に無記名式のアンケ� トw

'$:-災施した。(初日，訓練参加者数日名)


アンケート調査内存>


に不安を持っていますか
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健康に良い事をしていますか

長現在 体力に自信ーがありますか� 

lレリノ、ピリ運動を知っていますゐか

上記の質問に対する調まま結巣は，苦言� 4の殺りマある� c またア

ンケート実施日は第� 1期(平成� 22年9 J]2口、� 10月7日，� 

5け間)初日� (9月2B) の努力日幸子� 16~に対し訓練終了後

に実施した。

表� 4


言手俄 今:く タ合ど どおらとも やや


質問項R (16 人) ない ない� E支えttい ある


①健康状態に不安� 
I2人� l人� 9ノ¥� 4人

を持っていますか


母健康に良いと 

5人 さ人� 2A:人

をしていますか
 

窃体力に白[ 
  
I 0 三人 詩人� i人

ありますか

④プールリハビリ� I5人 [売人� 7)、 。
を知っていますか

(忌表 4において被験おの「俊淡� Jに対する認識度� [101を推察す

ることができる。例えば，質問現日@健康状態に不安を持っ

ていますか。に対しでは.“どちらともいえなL、"が9人(5696)

“やゃある"が� 4人� (259ら)と余体の� 8196(約 13人)が「

を?持って� j参加している。また，質問

項討号健康に良いことをしていますか。に対しでは“どちら

ともいえない"が� 8人(約� 5096) ..~まとんどしていない"が 

5人� (31%)と絞殺:読め剖96(約四人)が同現在，健康に

良いこと� jをとほとんどしていない状況であることが推察で、き

る。そレ仁笈開演は省体力に自信がありますか。という質

鍔に対し� 15人の被験者が“どちらともい え な い ，

ほとんどなしゾと君子えている。 うまり，� I 

j令!銘じてはいるものの?健康に良いこと� j

えない状況があり，そして;現在の体力� jに自

ないkいう状態にあることが推察できる。

における“健康に対する認識"があ

る干支皮ナ検察ナることができたが， この訓練によっ

の“↑慾燦波誠構築へのプロセス"を検証するまでには烹らな

かった。

したがって，同様のアンケート調査が事前，

よって比較が行われ“健康"に対する意識的変化を

訟十べきであったことが反省点として残った。� 

4において現在(事前)の被験者における

ナる“認識"についてまとめてみると一現夜の和室長持状線にみ;

じてはいるものの，� 1健康に良いことを穣秘的に行えな

い状況が三ちり，そして，現在の体力に局総が持てない;伏践し

ある。� Jこ之が推察できたじ

そこマ研究チームは，今回の考察における


に対し校述する想定と検証手法を用いて� f


のプロセス を考査した。
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表� 5情報のスペルマによる ブロセスジ〉展開図

一一問項[J� I引健康状態iF 命体力にお伝

;戦災 不安がふるか|殺そしている� iがあるか� 

(a)質問攻対
総長特不安 運動習慣 健康波滋

の要点� 

i(七〉 波紋認談 具体性 内宮主性

キーヅード (状況) (状態) (さt~i品。

〈心情手設の {添い‘一一一 目標j脱皮一一一ゆ高し、

ス/くルγ 欲)

スペルγによる プ口々ス� j

な表した差是関図である。

くここで:3うスベJvマとは情報というコ二ネルギーの方舟牲を

意味し，スペクトロン(光の方向性)とマインド(ょにネルギ…)

という言葉の.i'If:味づけによるワードとして使用しミている

らにおける課題� (a) は.事前アンケート質問項目闘争冬の

スペルマ(情報というエネルギーの方向性〉を表し課題� (b)

は，課題以〉の現象認知にニキ…ryードを付記することによっ

て課題� (a)のスペ)vマを具体化させることを意図とするキー

ワ…ド・である。このように 要点にキ…ワードを付記させる

唱とによっで情報というエネルギ…の克向性(スペルマ)を

明療化させ“どの様な情報が必要さか"という新た

向性を惣定し， 日際達成へのブロ七スを構築してゆく� lつの

手法としての可能性を考査したコ� 

5 壊後アンケ…ト調査結果

きれた「波;戸ご三ヨ:玉Z -可オ市]� ~域或内

リハピ 1リ)逐釜動教釜玄..Jにおいて，主催する波戸市憶淡増進部健

康政策課が独自のシステムにおいて[事後アンケート調査j

複数段i終百J)を実施したので，その総菜を報告するο

実施日� 'V主主� 22年� 10R 7日� 1部，最終日〉

実施会場守坂戸市後療増進々ンタ…� (2F

。第� l鶏.� 7l'(Jtリハビリ運動教936参加者 


参加え野数� 20 :6 回答者命数:16名 凶答率� 80% 


6において注目すべき点;之総問項目� Q4の?参加しよう

としたきつカ￥けはなんですか今� Jという質問で1.

を知りたかった� :9と2. 改革容のため:~きが全体の約 70% を

占め，強い“動機づけ"を持って参加していることが分かつ

たc また，� ElQ6i今回の内移を普段やってみよろと

思いますか。という索開に対し“これからやろうと思う"� 

9が“運動管償づくりのきっかけ"となっていること.さら

に“すで、にやっている"と終えたことについては水中リハど

リi家数乙T) 日常化"が今回の受講務のなかで，すでに

始まっていることが推察できる c 

6において，上述した� プログラム効楽"が顕著に認めM

られたが，“本ゆっハビ� 1) i室勤効主義"については.� Q7の滋

問項目の[ilJ~年で 9 が“変わらない"と 2さえていることが示

すように“潔激効果の肉覚性"に今後の運営課題が示されたc

に.� Q9f;水中リハビ� 1)教鐙にま したいと思いま

すか。� jという総問に対しでは“思う"と答えている。但し

参加幸子全員の“この思い"がプログラム効果によるものなの

か，ぞれとも運動劾楽によるものかでは，次開の“参加午、と

継続位"において大義な差異が生じるものと予泌されるじ

差是6 坂戸市によ アンケート調査結然� 

1Qi あなたのけ主5Jを選択してくださいっ

男性� :5、女性� :ll

以 あなたの年令をと滋訳して下さい。� 

60才:7、70 ;r:6、50才:之、紛� J-:1 

少ない� :9γ度良い?多い・� 0

にある数字は解答数を示す。

らおわりに

「水治漆動療法;によるブールリノ、ビリへの一考察� Jという

テーマにで市民参加湿地域活性化活動システム(図1)に基づ

く12010 l期坂戸市・城西大学共主主;プロジェクト� 

rドリハビワ J会開設し実施した。

おいて� 臨床的研究作業がi可特進行して実施されたが今� 

w こでは目的となる� fシステムとモデル化� jについて泌べるc

まず妨めに[ニ長デル化� iど、あるが.� 20例年冨際金?投機能分

類� [[21 (rCF: International Classific品tionof Functioning 

Disability and Health)が� IrCFの構成婆素総の相互関係� Jと

いう論評のゆで?社会モデルの領域� を提案している。J



それによると� DCFでは呉体的に社会線機婆閣をよりさ重視し

た形で心身機能・身体構造・活動・参加という三つの次元とそ

れらの桔互作用モデルとして�  f社会モデル� Jが提言さされて

いる。今i弘坂戸市において実施した� f水中リハビリ運動教家� 

jを基教とする� fブールリハt::ワのそデル化� Jは，このまCFが

提唱する社会モデんを綴ゑするものであるο また，プールリハ

ピリモデルの恭輸となゐブログラムは� f

グラム� Jを目標としてシステム化祭れている� 

i欠;こ� fシステムイヒ叫についてであるが， このシステム化にお

水中運動僚j去によるブ…� Jシワハどりそうr)t.-の 考察� 59 
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美子「友Jt宛持クライアント(脳出血)による水中運動訓練11水野主[4]

いても� ICFが提唱すゐアヅ口…チ� 1131を導入している。うまり� 

ICFアブローチにおいては� WHO隠際際答分類(ICIDH) に

おける障害分類を示しており� ICFアブロ…チの中に導入さ

れているむ

したがって，坂戸市で、実施された社会モデルは� ICFの障害

分類によるアプロ…チであり，そこに指されている分類は大き

く4つには分化されたアヅロ…チで、ある。

今回，坂戸ijこちで災施した「水中� 1)ハ¥::"リ� i翠動プログラム� jは
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であり研究の具体化は“ブログラム参加動向"となるハ
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激の適応"となり，� m，機能的変化は“立位運動"であり重

1V，社会的変化では“社会化"

であり となる。

よる一考察は研究課題にお

げる閉 といえる。つまり，今回実施したブログ

ラムによ られ，地域社会の活性化に

また社会モデルとしての構築が留られ，そ
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